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陸水各種食品及び土壌等の放射能測定調査報告

（昭和41年4月～昭和42年3月）

理化学検査科 ‘‘、
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ー はじめに 圃 試料の調製及び測定方法

昭和36年度から引続き科学技術庁より委託されている

放射能測定調査で，昭和41年度分について報告する。

ー 調査計画

A 

農畜産物

当衛生科学研究所で測定したもの

〔種 別〕 〔採取場所〕

野 菜 秋田市川尻

（キャベツ） 南秋田郡琴浜村

鹿角郡花輪町

平鹿郡平鹿町

秋田市牛島

秋田市仁井田

本荘市

男鹿市船川港
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〔採取場所〕

秋田市

秋田市牛島

秋田市添川

” 
秋田市金照寺山

秋田市

河辺郡雄和村

秋田市衛研

〔年間数〕

4 

6
 
2
 
2
 
2
 
2
 

試料の調製及び測定方法は，科学技術庁編「放射能測

定法」 (1963年） により行い， 食品中の Kは Flame

photometer（日立）により定量し， •oKによる放射能

値の補正を行った。又送付試料の調製並びに送付につい

ては次のとおりである。

上水： 100ヽ に送付された一定のCarrierI OOttt.tを加え，

イオン交換樹脂に吸着させて送付。

牛乳：原乳3ヽを灰化し灰化物を送付。 ． 

土壌：約 1m間隔に 8地点を選定し，その草地をブラス

チック製容器（径95m深さ54111露）に採取し， 8ヶ

を 1試料として送付。

鯉： 2~3オ魚以上のもの 4kg（生）をホルマリン漬と

し送付。

淡水：淡水ICXJヽ に送付された一定の Carrier100“を加

え，イオン交換樹脂に吸着させて送付；

日常食：都市成人，農村成人，農村幼児の各 5人分 (1

人 1日3食）をそれぞれ灰化し灰化物を送付。

雨水ちり：各 1ヶ月間採取した雨水ちりに，一定の

CarrierIOOmtを加え，炉紙で炉過したのちィ

オン交換樹脂に吸着させ，炉紙と共に送付。

測定装置は次のとおりである。

計数装置 日立製RDG-4A

計数管 理研製B2N-602902

マイカ窓の厚さ 1.4mg/4 

窓からの距離 約101lt震

比較試料 u 3 0 8 (500dPS)'KC£ 
試料皿の形状及び材質。理研製ステンレススチール製

内径25111111,高さ 6H

厚さ0,3111111
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N 測定成績

A 農畜産物（第1表）

(a) 牛乳（原乳）

5月から隔月毎に年6回測定したもので，その成績は

第 1表のとおりである。 3月採取したものが最少の値を

示し， 9当り 0.01μμcであり，最大値は 5月採取したo.

15μPcで，全体的に低い放射能値を示している。

(b) 野菜（キャベツ）

前年と同じように，秋田市と南秋田郡琴浜村の 2ケ所

から7月と9月に採取したキャベツについて測定したもの

である。その成績は 7月採取した秋田市産がg当り0,27

μμcであり琴浜村産が 0.39呼 Cで， 9月採取したものは

前者が0.07μμc，後者が o.17μμcで，両者共に 7月分が

僅かに多い放射能値を示しているが，牛乳同様に全体的

に低くなっている。

(c) 果実（リンゴ）

リンゴの採取場所は前年と同じで，乎鹿郡乎鹿町と鹿

角郡花輪町の 2ケ所である。成績は， 10月に平鹿町から

採取したものが9当り 0.06仰 Cで最も低く，同月に花輪

町から採取したリンゴが 0.13呼 Cで一番高く，その間の

差は僅少で，リンゴも一般的に低い放射能値を示してい

る。

(d) 米（玄米）

これも前回と同じ場所である秋田市仁井田と本荘市で

生産された米について測定したもので，放射能値はg当

・り0,07~0.13μμcの低い範囲である。

第1表農畜産物の放射能測定成績

i 
採取 採取 測定 生体 生体

闘ぺ
試料計数率放射能強度（除K)

種類 部位 自然計数率

灰饂c干Pml瓢μμc 鱈i備考場所 年月日 年月日 重弓 水~% cpm μμc 

1 I牛乳 1原乳靡田閾141.5.16,41. 5.. 2叶100.0986.72;0.a9 16.89 19.2:I:0.6, 18.3士1.31 9.85| 0. 15| 

2 |. II | II I ” 141. 7. 5141. 7.1斗154.5989.2~0.19 22.19 19.1士0.6123.3士1.3| 8. 18| o. I lI 

3 I ” I " I ” 141. 9. 2141. 9.131154.5~ 89.26p.nl 19.671 18.4士o.~23 6士1.31 4.771 0.071 

4 I // I i, I ” 141.11. 1j41. 11.14圧．到 87.28|o.8q19.00|18.5士0.6J18.7士1.31 2.391 0.031 
5 | II I II I ” 142. 1. 9142. 1. 1Yl154. sol a1. 9年．69121.ool1a.o士0,5124. l士1.31 1.711。.02|
6 I ” I I/ 1 ” 

142(3. 1¥42. 3.191ss.2sJ 85.o8:0.94 16,56 20、1士0.618.5士1.3l, 0.42| o.01| 

1 |キャベ叶葉靡i田炭I41.7.26|41. 8. 4250.“| 92.56|0.5り32.50|18.8士8,6¥40.1士1.s¥ 26. s9¥ 0.21¥嚢洗
2 I ” | II I塁秋品肩141.7.26141. 8. 42so.09 94.65:0.61134.921" 18.8士8.9144.0土1.sj 32.291 o.391 11 
3 I ” I " I ” 141. 9.26141.10. 4J2so.00J 94.84jo.s1J 32.s9 18.4士0.6,42.3士l.51 19.841 0. 171// 
4 I ” ／，靡田鷹41.9.27,41.10. 41250.~ 94.560.38 23.07, 18.4土0.6,35.1土l.4| 9,771 0.07// 

l lbら5|裟'|菜鹿嘉I41.10. 13|41.10.25|400.00•| 85.28:0.30| 39.00| 19.3士0.6|49.5士 I.61

2 I（紅＂玉） I"|肩〇欝I41.10. 14|41. 10.25|400.00| 85..55:0.29| 34.00| 19.3士0.6144.5士 1.6¥

3 I（国”光）I"|菜鷹喜141.l!.1*1.12.151400.00184.13:0.36,37.00119.3土0.6,46.5土1.61
4 k紅＂玉） I,1|肩塁欝；41.11. 16|41. 12. 15|400.0.I85. 13io.34 40.60| 19.3土0.6149.5土 1.6|
1 I (璽え口） I玄米！魯界~醤I41. 9.30:42. 1.20|100.00¥ 11.81|l.24| 18.50| 18.0士0.5122.6士1.31
2 |（ミ：シ）1//I " 141.10. s¥42: 1.20:100.00¥ 11.6911.211 20:osl 1a.o土0.5,24.2土l.3|

3 IC•*//,;, ロ) 1 // 1森翡塁¥41.9.15142. 1.20¥100.ooj 11.s中．31119.4~ -18.0士0.5|22.2士1.31

4 |（ミ，；シ）1// I，/ 141. 9．吋42.1.20:!00叫り．34|l.25|20.05| 18.0士0.5123.7士1.31

10.(X)|0.0帽t洗
22.431 o. 131 // 

15.15¥。.10¥11 
13.771 o.oal/' 

＝ 5.441 0.131 

4.761 0.11¥ 

0.34ニ
3,661 0,071 

·•'· 
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B 魚貝類（第2表）

男鹿市船川港で採業した鯛，・マダラ， 9ヽクハク，およ

び秋田市添川で養殖している鯉の 4種類につき！それぞ

れ2回採取し測定を行ったもので，成績は第2表のとお

りである。測定成績中，一番低いものは 1月に採取した

• 第2表魚貝類の放射能測定成績

ハク＾クと2月採取したマダラで，g当り何れも0.02μμc

であり，最も高い値を示しているものは 7月採取した鯛

で0.2みμcであるが，これも全体的に低い放射能値を示

している。

'採集 採集 採集 採集
種類測定 雑当りょ（鳥

K 比較試料 自然

匠｝雪箇所 年月日 層 方法 認年月日（ （塁~J 計数率 計数率
”’ cpm cpm 

gー田計 •5.241 養魚 1鯉骨141.6. 6168．叶 5.27122.2345,3士1,6120,0土0,6119.7土1.31 4.461 。.Oi

喜舟沖門ド •6. 71 4013枚網1鯛 1141. 6．吋 85．叶 7.03129.14150,7土1.6118,5士0,6129.6士1.4111.21¥ 。 ,1~
忍鵞沖~141. 7. 41 35r謀網1鯛 ~41. 7.15178.5~ 9.31J 21.21J 55.!士1.7118.臼=o.~ 23.7士1.31 1 1. 0~ 。 .2:;

g田叫41.11.1, I養魚1鯉腐141.12.15176．叶 6.43119.6i58.8士1.7119.3士0.3122.7士1..3 4．叶。．07
園42. J. 11 月底曳網1~ク：心 2. I~ 84.1 8,7日56.1±1.i18.7士1.422.1士1.3 1.441 。.02
贔臼炉.1.161晶// |；／叫42.2. 13162.8~ 7.43131．叶 56.I士1.6118.7士0.6,38.9士1.5| 3.751 。.05

塁・2.22叫，か.3., 83．88 7.05 32.8~ 59.6士l.7m.9士0.637．<±1.5 l．ぉ o．“

2.24|2叫 II Ii~~、142. 3. al 85.511 9.54118.63159.6士1.7|20.9士0.6|22.0士1.41 6.11, 。.0E
C 上水（原水） （第3表）

上水は従来と同じ場所の秋田市大木屋浄水場から採取

した原水について測定を行った成績である。採取時期は

4月から隔月毎の 6回で，第3表に示しているとおり，

ヽ当りの放射能強度は 11月に採取したものが 14.14μμc

と比較的高いが，その他は1.49~5.3加氏の範囲を占め

ている。

第3表 上水の放射能測定成績

！ I 採水 水温I 採 水 測定計数率 cpm
呼放強射度c/能P, 蒸残m¢留/発物¢ 採水地 部位 oc 年月日時

年月日 昂忽序91自然計数率1試〗ば9！率
備 考

3閾墨安i塁原水I10.1店：1i.2sl41.4.271 8.6士1.1119.3士0.61 2. 0±1.~ _5.3~ 56.5月ば::24日 l.6111

2 I I I 5| 41 7 1 i I 4 叶 491 叶PH6.7 8日35.81/UII” ,, 16. u:oo・ 41. 7.1 10.1士l.l19.l士o. 0.6士l. l. 62.水降量 7 5 106..9 8 

3 I ” 1 // | 22.d1↓: 13.2|41. 9．斗 11.1士1.2j19.7士0.61 1.6士1.9 5.311 91 ．濯悶~-;_ 1日2.8u
4_ I ” | // | I I.~店：品. 941.11. 61 12.6士!.~ 18.6士0,61 5.4士1.1J14.14 9 1. 5溢悶~J I日0.4罵9l

5 I I " I 0| 42 1 61 91 21 6| 01 I ］ PH6.6 4日4.3皿
” I. 13: 50. 42. I. 9. I:I:I. 19.0:I:o. 1.8:I:I. 5.31・(;[).降水量 23 21..8 4 

6 I ” I // I 12·9閉：3~· 4142. 3. 7 13.9土1.2119.6土0.6, 0.8士1.9 2.131 ・91.61閲菜益 2日0.1四I 2.2 

...... 
h

急



-82-

D 土壌（第4表） は乾燥試料g当り 6月は8.08.uμc,11月は6.7Bμμc, lea' 
土壌も前回と同じ場所の秋田市金照寺山で，そこの草 当りでは前者が361.6mc, 後者が322.lmcで大差ない値

地を11月と月に採取し測定したものである。放射能強度 を示している。

第4表土壌の放射能測定成績

百g 採取 採取個所 採取測定比較試料
自 然沈澱灰化物 沈物（悶澱重灰量~化g ) 乾燥試

放射能強度

料g当
魯り謬μ匹誓ピI 備考年月日 地名 種類深さ方法年月日 計数率 計数率 500ng当り り h2 

cpm cpm pcm cpm 

1 141. 6.241,靡草地l0;9り］41.7. s[ 59.7:l::1. 7117.6:l::0.5118 .4:l::l.~ l四 6 2.38 8.08| 361.61魯法唇

2 141.11. 7 //"  I " I " 141.12. 61 58.0士1.7119. 5士0.6¥14.2土1.2 1.3691 1.941 6.781 322.11 11 

E 雨水（第5表，第 1図）

昭和41年度中に行った雨水の測定成績は第 1表のとお

りであり． 試料番号 1~55までの測定成績について，

0.03μμc/mt以£のものを図示したものが第1図である。

今年度最初に行われた 5月9日の中共核実験の影響は，

第 1表の試料番号4に示しているように， 10日9時～II 

日9時に採取した雨水中に6.189μμc/mP,(47.03mc/kaり

の強い放射能となって検出された。またJO月28日に行わ

れた中共核実験の影響はII月4日9時～5日9時採取の

雨水に I.527μμc/mP,, 6日の雨に 2.548μμc/mP,,JO日

の雨に2.017μ・μc/m¢, 15日の雨には1.066μ.μc/mP,と比

較的長い期間に，幾分高い放射能が検出されている。更

に12月28日に行われた中共核実験の場合は， 31日の降雪

からI.633μ,μc/mtを検出し， 1月2日の雪からは3.223

仰 C／叫と更に強い放射能を検出したが， 3日から次第

に低下し始めた。今年度の中共核実験で，最も早く影響

があらわれたのは， 5月の実験で，核実験後2日目に異

常な放射能が検出されたことである。昨年の 5月に行わ

れた中共核実験の影響であると考えられる12.01μμc/m¢

の雨水中の放射能強度から較べると随分弱いが，その影

響の現われるのが非常に早かったことが注目される。

第5表雨水の放射能測定成績

試9号1| ！ 贋水日日期時時分分間 降水期間 降鴫：fflヽ 比叶（肩較数＆試町料率
試料計数率（除自然計数） 6放時射間能更強正度値

採水地 ～ ～日日時時分分 鵞水量霧
自然計数率

cpm/R, li讐墨呼 c/v,ljmc/km2
備考

ci:;m cpm 

1 I <量4.26. 9. 悶26.!8. 悶6.7 
~27. 9. べ27.9. 吋100148認．1|19.4士0.61 42士l叶 421 71 0.1161。.77

2 11 29. 9.CX 29．ロ・：： 1.3 4932.8 19.2士0.6 31士10 0.095 0. 12 
~30. 9.00~ //,o.:. 士：22.3

3 II:  ;: :..gー；：店 19. 48芦．I19.7士0.6 2士 9 0.005 0.09 

5 I, ~1165. . 99..a CX ~I156. . 99..(C23.2 50::I::712. 21 .5 19. 3::I::0.6 12::I::10 0.031 0.71 

6 11 29. 9.0(29.14.47 9.2 5034.7 19.9ft0.6 118士 0.321 2.31 
~30. 9.00 盪~30. 4. 15 士22.5

トー7一 // 6. 6. 9. 6.12.57 11.8 5016.0 18.5士0.6 40士10 0.113 1.33 
~7. 9盪～ 11 18.45 土22.4

8 II 番．：口虚： f:器0.7 50立．~ 19.5士0.6 6士10 二 o.17 1 

91 // ～塁： ：姦し芸翌：器148.81 6,01 //150竺裟．6119._2士0,61 3土 aj 31 31 0.0071 o.341 I 
ld II I～含3.3 ：器I～塁••こ：唸136.61 6,7, //150空盗．6118.4士0.6/[21土lOI 叫 18| o.055| 2.011 
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40,, 18.9士0.6

41 " ~1.1. 
18.9士0.6

1.1. 42// 
~2. 

19.4士0.6 4 

2. 143,, 
~3. 

19.8士0.6

·— 
44 11 3. 17.9士0,5

~4. 

45 11 4. 19.1士0,6
~5. 
9. 

必I/
~10. 

20．廷0.6

47 17. 9 袋 17. 9.00 8.3 6.0 5059.3 18.5士0.6• 196士 13 196 15C 0.523 4.34 ” ” ~18. 9~18. 9.00 ”士22.5
23. 9.00 ” 5060.2 

~ 

48 ” 
23. 9 芯 2.0 6.0 18.7土0.6197:I:13 197 150 0.525 1.05 II ~24. 9 ~24. 9.00I :I::22.5 

5078.6 
． 

49 2.12. 9 芯 12. 15.52 9.1 6'0 18.7士0.6 39:i:10 39 3S 0.104 0.95 ” 1/ 
~13・ 9 ~13. 9.00I II :I::22.6 

l 

22. 9.00 5022.1 
501 ” 

22. 9.CX:: 11.6 6.0 ” 19.8士0.6 24士 lOI 24 24 0.065 0'.75 雨~23. 9.CX ,-.,23. 9.00I 士22.5

51 ” 
27. 9.0C 27. 11.26 3.0I 6.0 ” 5148.3・20.5土0,6140士 121 140! 128 0.367 1.10 雪~28. 9.()( ~28. 9.00I 士22.7
3. 6. 9.0( 6. 9.00 5069.9 

52 II 、
~7. 9.0C ~7. 9.00! 

2.3 ヽ 6.0 ” ::I:22.6 20.4土0.6 56士 11 56 SC 0.149 0.34 ” 

12.20.50 4948.l 
雨あられl53 ” 

12. 9.CX: 7.OI 6.0 ” 19.5士0.6 80士 11 80 59 0.218 1.53 ~13. 9.00 ~13. 8.57 ・士22.3

541 I 15. 9. 器 15.12.2 ;I 10 d d I 5137.5 | 61 q 43I ! 43| o.113| 1. 13l雨” ~16. 9.~16. 3.3 ・ 6. Q士22.7 18.7士o. 43士 I.

ssl ” I 22. 9. 盟 22. 4 盈18. 31 6.0|”50髯 19.4士0.6, 10士 8| l 3 0.027 0.49i贋~23. 9.~23. 9 

第1図雨水の放射能
(9時～9時採水による36時間更正値）
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これまで行って来た放射能測定調査で，昭和38年度以

降のものを，その年間調査した乎均成績を以って比較検

討したものが第2図である。勿論，採取時期や殊に食品

等は品種の違い等，色々の条件が異っているので，比較

することは多分に無理であるが，大体の傾向を推察する

ことが出来るのではないかと考えられる。この比較図で

も解るように，一般的に放射能値は低下しているが，J:.

水のみ昨年より多少高い値を示しているのは，11月2日採

水した上水（原水）から 14.14μμc/tと云う異常な放射能

が検出された為で，これは10月28日の中共核実験による

影響であろうと考えられる。次に毎月 lヶ月間宛採取し

，日本分析化学研究所宛に送付している 1ヶ月間の雨水

ちりについて， 日本分析化学研究所で調査した90Sr, 

137Csについて，その成績を第3図，第4図に示してみた。

当衛生科学研究所で測定した全8放射能値は，前年度よ
り非常に低下してはいるが， 雨水ちり中の90Sr, 139 

Csの含有量は他県に比し以前として多いことが注目さ

れる。

•J,‘ 

.̀ ．． 
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第2図土壌および各種食品の年度別放射能の比較

（全P放射能値）
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第3図 秋田県、他県の雨水ちり中の90Sr、137Csの比較図
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第4図
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